
様式第 2号

事業計画書

1 管理運営についての基本方針等
(1)施設の管理運営についての基本方針を提示してください。

(一社)バイオビジネIス創出研究会では経営理念に 【地域に働く場を01る 】、経営方針

として『バイオクラスターの形成』『産業振興ビジョンの具現化』『地域企業支援』『命1業

支援』を掲げている。この経営理念及び経営方針に基づき、入居者のビジネスインキュ

ベーション (BI)を行うにあたり、これまでインキュベーションシステム構築を最優先

で実施をしてきた。特にソフト支援を重要視し、販路開拓支援 (国内、海外)や公的資

金の活用支援、地銀やVCの活用、異業種連携促進等様々なソフト支援メニューの実績
を積み上げてきた。さらに入居者のニーズに伴って、支援スキルを広げるために外部の

支援協力団体 (士業、研究機関、支援団体、行政など※下記表参照)とのネットワーク

の拡大強化も随時行っている。これらの実績を活用・発展させながら、さらなる支援ス

キルの充実を図り入居企業の BIを通して起業家育成および事業化支援を行う。

並行して、地域企業の支援も行っていく。具体的には入居者のバイオ技術を核にした

プロジェクトの企画・立案・実行を行い、地域の産業振興に努める。さらに、グローバ

ル経済下における販路開拓支援として、海外ビジネスマッチング事業も継続し、地域企

業からも参加社を募り、海外の有力窓日の発掘とフォローアップの充実を図ることで、

か加企業の売上拡大およびグローバル人材育成に寄与する。

これまでに、地域を支えている中小企業に対し、次の時代を乗り越えるために新事業

へのチャレンジや第二倉1業の足がかりづくりを行い、インキュベーションセンター入居

企業と地域企業の連携実績 (共同事業展開)も創出している。県内および他府県のBI

施設との密な連携や地域産業界との交流を密にし、異業種交流やビジネスマッチングの

機会を設けるなど、さらなる地域産業の振興に寄与していく。

上記、メインインキュベーションを中心とした運営を行いつつ、『長浜市まち・ひと・

しごと創生総合戦略』に基づき、新たなメインステージの起業家を発掘するため、プレ

インキュベーションにも力を入れていく。具体的な内容として、産業競争力強化法に基

づく『創業支援事業計画』に則り、長浜市・長浜ビジネスサポート協議会等と連携し、

創業希望者の発 l屈を行うための創業塾やセミナーの開催、専門家によるハンズオン支援

等を実施する。さらに、地域の中小企業から第二創業および新事業を倉1出するための情

報交換会や勉強会等も実施し、バイオを核とした多様な展開を行っていく。



NBIC支援協力連携団体リス ト

支援項目 団体名等

創業 長浜ビジネスサポート協議会、長浜商工会議所、

各商工会

el業 ,技術支援 長浜バイオ大学、滋賀医科大学、滋賀県立大学、石川県

立大学、立命館大学、龍谷大学、奈良先端技術大学院大

学、(その他大学)、 滋賀県工業技術センター、滋賀県東

北部工業技術センター、滋賀県水産試験場、長浜アカデ

ミックサポートテーム (NAST)

資金調達・マッチング ①投融資 :爛フューチャーベンチャーキャピタル、三菱

UF」 キャピタル仰、新光証券ll剰、ll勲 トランスサイエンス、

チャレンジ・ジャバン・インベストメント憮 (伊藤忠商

事関係企業)、 滋賀銀行、関西アーバン銀行、長浜信用金

庫、腑日本政策金融公庫、長浜商工会議所、大阪中小企

業投資育成lttl、 共立キャピタル徽

②補助金 :近畿経済産業局、中小企業整備基盤機構、滋

賀県、長摂市、長浜商工会議所、滋賀県中小企業団体中

央会、滋賀県産業支援プラザ

会計・資本政策 京都監査法人、小川公認会計士事務所、本城税理士事務

所

販路開拓・販路支援 滋賀県、 JBIA、 滋賀 IMネ ットワーク、関西 IMネ ットワ

ーク協議会、中小企業整備基盤機構、アイマーケl抑等

知的財産権・法律 清原国際弁理士事務所、御池総合法律事務所

総合 近畿経済産業局、滋賀県、長浜市、長浜商二会議所、各

商工会、長浜ビジネスサポート協議会、滋賀県産業支援

プラザ、JBIA

交流・情報交換 ABBC会員、SBO会員、長浜工業会、長浜商工会議所 (長

浜みらい産業プラず、JC)、 長浜ロータリークラブ、滋賀

県中小企業家同友会、滋賀県中小企業団体中央会、JBIA、

滋賀 IMネットワーク、関西 IMネ ットワーク協議会

海外販路開拓支援 韓国技術ベンチヤー財団、香港発展貿易局、台湾新竹県、

カシコン銀行、滋賀銀行他
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確)指定管理者を希望する理由・目的を提示してください。

われわれは今世紀初頭をバイオ時代の幕開けとして提え、バイオにF)]わ る技術開発・

市場創出が新たに日本に活力を与えると同時に、人々の暮らしに豊かさをもたらす公共

の利益に寄与するものと考える。この認識に立ち、バイオビジネス創出を事業課題の中

心とし、バイオビジネスに関わる人材 (研究者・技術者・経営者)をより広く多く集め、

研究開発情報・ビジネス情報の活発な交流や、企業支援等を行うとともに、その一環と

して資金や、活動の場の提供を行う体制作りの推進に貢献することを目的として「バイ

オビジネス創出研究会」を創設した。このバイオビジネス創出研究会の存在を端緒に平

成 18年長浜市が当センターを設置され、市がらの要請もあり任意団体の経済人の集まり

である当会を法人化し、インキュベーションの運営業務を地域産業界の責務として弓1き

受けた。時を同じくして国・県・市もそれぞれの施策で長浜バイオ大学、長浜バイオイ

ンキュベーションセンターを核としたバイオクラスターの形成を推進されてきた。小さ

いながらも形になりつつ、当法人が産官学連携による施策の一翼を担い今日に至ってい

る。当法人の経営理念実現のためには当センターの指定管理を受けることは必須である

と考える。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。



2 組織体制 。職員配置等

雇用形態 勤務形態役職 担当業務内容 資格・能力等

常勤
通常動務

8: 30-17: 15(例)館長 甲種防火管理者

彗法人代表理事 役員統掻責任者
驚所長

施設のマネージメント全般

役員副誘長 所長補佐 碧法人顧問理事

施設管理業務
当法人専務理事
防火管理責任者

非常勤
施設
力
民・翼F業 務

茂任者兼統括

マネージャー

非常勤事務局長 会員事業統括

非常勤
盤I紙 サポr卜 、地元企築文後、

域プロジェクト構想・推進
イン千ュベーシヨンマ

ネージャー (JBIA認 定
s-1紙 )

ンニアマイ、

―ジャー

通常J芝務
8:30-i7i15

インキュベーションマネ

ージャ=(JBIA認 定
IM)

′防火管理責任者/食品技

方t管理す

常動

イ ンキュベ

ー ションマ

ネージャー

地元企業支援、入居企業支援
法人運営業務

(1)管理運営の組織体制を提示してください。

確)管理運営に係る職員配置を提示してください。

総  会

理事会

i,1差 蕗
代表理事 大塚良彦
顧闘理事 森 建司

'ネ
ー
'f- 4驀

専務理事 小川暢保

事務局イ,と 帝|

Sqttio▼引M  IMサポィト、地嫉企業支援

iIヨ争

貯  
地域プロジエクト構想・推進

会員事業統橘

創業支援担当

事務局次長、入居企業支援
地元企業支援

事務局 宮川件子
(総務担当)

連携

事務局長

藤田博

IM

錠浦浄

事務局 店内淳手
(経理担当)

運営状況確認運営状況専R告
合  く|レ



通常勤務
R : 30-17 ! 15

地方荘
'“
1ヒ フロデ

創業支援 起業・創業専門家 常勤

アシスタント フードコーディネーター 常勤
通常動務
8 : 30-17 : 15

総務、各種ブロジェクトのアシ
スタント業務

常勤
通常勤務
R : 30-17 : 15

,ラ スタント
経理、各種プロジェク トのアシ

スタント業務
簿記 2級

(研 人材育成の考え方やI哉員の研修計画等を提示してください。

当法人では、企業に対して質の高い支援を実施するには、各職員の専門性を高めること

が必要と考え、資格習得及び各種研修の受講をサポートしている。

過去 10年の指定管理期間においては、インキュベーションマネージャー、食品表示管理

士、フードコーディネーター等の資格を習得している。

研修・セミナー等の受講については、ソフト支援を行う上で必要なスキルを磨くため、

各職員の自主性を重んじながら、研修・セミナー等の受講を促している。

平成 27年度においては、入居企業や地域企業の海外展開を後押しするために海外展開支

援体制を強化したいと考えているため、担当職員が認定支援機関向けの海外展開支援業

務研修等を受講した。

今後も、企業支援を行うにで必要な知識の習得を促し、職員が自主的に研修・セミナー

等を受講しやすい環境を整えていく。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。

3 利用促進等
(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組 (施設の特色を活かした自主事業の展開を含む9)及び達成

目標を提示してください。

「長浜市ひと 。まち 。しごと創生総合戦略」 。「長浜市産業振興ビジョン・長浜市創業

支援事業計画」に沿っての創業新事業倉1出支援を長浜市をはじめ、長浜ビジネスサポー

ト協議会、長浜みらい産業プラず、滋賀バイオ産業推進機構等と連携実施することで、

プレインキュベーション及び新事業・第二鵞1業発掘につなげ、メインインキュベーショ

ンヘ発展させていく。将来、ながはま産業倉1造センター (仮称)と の機能連携・運用参

画も考慮し、プレインキュベーションの土台強化、支援体制・サービスのI白〕上も図るこ

ととし、以 下の事業を行うこととする。

・創業塾のP堀催運営

,ス ター トアップ支援専門家による個別支援

・地域資源活用にむけた事業化シーズの地域提案

・アンテナショップ (ネ ット含め)の運営
。田舎と都市部を、ビジネスを通じてつなく

゛
機能促進イベントや施設関連携

(UlJタ ーン起業促進 )

・入居企業のバイオ技術をコアとした各種プロジェクト展開

。各種施策遂行に必要な受話事業

・地域企業の利用促進



また、地域企業等にバイオ関連に関する情報提供や入 の紹介、lM支援を通じて

施設利用へ結びつけていく。さらに、創業や第二創業・新事業を志す方が利用できるフ

リーアドレスオフィスとして、コワーキングスペース (DRE劇十)を設置 (空き室の有効

利用)する。専門家によるハンズオン支援を行いながら、次のメインインキュベーショ

ンステージヘの起業家を育てていく。

上記を通じて年間 10件以上のバイオ関連を含めた起業者数を目標としていき、年間 1

件程度の施設利用を目指す 6

県内外の BI施設、支援機関との連携による情報交換や既に作成しているコP、 Facebook

等の SNSを活用し周知及び PRを 図ることで、県内全域だけではなく、他の都道府県から

の利用も薦める。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。

【達成目標】

年度 利用者数 積算根拠

平成 28年度 15社 過去 10年間での平均人居室数は 15.8室 となってい

る。平成 27年度 10月 現在では 14室となっており、

採算分岐点として考えている と5室を目標とした。

平成 29年度 15社

平成 80年度 15社

平成 31年度 15社

平成 32年度 15社

(2)地域・関係機関・ボランティア等との連携についての考え方や方策を提示してく

ださい。

,長浜バイオクラスターネットワークとの連携

長浜市、長浜バイオ大学、長浜商工会議所(長浜北商工会、びわ商工会、東浅井商五

会と連携し、バイオ技術を活用した各種プロジェクト展開、地域課題解決、販路開拓支

援等を行うため、緊密な連携を進め、定期時な情報交換を行う。

・地域支援機関との連携

長浜みらい産業プラず、長浜ビジネスサポー ト協議会、長浜商工会議所等と密な連携

を行い、第二創業や新事業を促すためのセミナーのF堀催や、創業 ,起業 (プレインキュ

ベーション)に特化した創業塾等の開催、海外ビジネスマッチングの開催、各種支援事

業の開催等を行う。

・他地域支援機関との連携

滋賀バイオ産業推進機構 (滋賀県)、 滋賀県産業支援プラず、滋賀 IMネ ットワーク、

関西 IMネ ットワーク協議会、日本ビジネスインキュベーション協会 (」 BIA)、 各 BI施設

等との連携強化、情報交換を継続し、異業種連携やビジネスマッチングの機会提供を行

う。



・必要に応じてボランティア活動等への参加も積極的に行っていく。

(3)施設のPRや情報提供など広報活動についての効果的な取組を提示してくださ

↓ゝ。

当施設のホームページを整備し、入居企業の紹介、センターの設備等の紹介、ソフト支

援メニューの紹介を行うとともに定期的に内容更新を実施し、より新鮮な情報を提供で

きるように取り組む。

更に、2ヶ 月に 1回程度メールマガジンを発行し、各種イベント情報の提供とともに、セ

ンターの入居企業募集も行っていく。     1
また、長浜市と連携しながら積極的に視察を受け入れることで、他地域における当セン

ターの認知度を高めていくとともに、地域で行われるイベント (いきいき健康フェステ

ィバル等)に参加し、長浜市民の皆さまに対しても、当センターを認知していただける

ように努めたい。

縛爵が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。

4 サービス向上等
樹)利用者等からのニーズの把握方法を提示してください。

利用者へのアンケー ト調査の定期的な実施や、直接のヒアリングにより把握する。

利用者の代表者だけではなく、日常活動している社員に対しても積極的に声掛けを行う

など、日頃から情報交換できる体制作りを心がけていく。

利用者同士の交流も図るため、入居者同士の交流の場の提供などを行い、情報交換でき

る機会を作る。

杷}利用者等からの苦情等に対する対応について提示してください。

苦情等の発生・認識状況を確認し、要緊急対応もしくは通常対応を判断した上で、以下

のフローにて対応をする。

フェイズ !

迅速な現状把握      ,           ィ

拡大防止

フェイズ 2

長浜市等関連機関との処置案に関する報連相

対策決定

フェイズ 3

対策実施

フェイスi4

効果の確認と再発防止策の検討実施



(働 その他サービスの電を維持・向上するための取組について提示してください。

上述から得た事例は記録として管理し、そこから予測される起こりうるFⅢ司題について定

期的に検討をし予防措置を実施する。

他 BI施設との連携を通じて、実施されているサービスの中で取り入れることが妥当だと

思われるサービスは積極的に取り入れるなど、常に利用者の立場に立った取り組みを実

施していくことで、サービスの質の維持・向上を図る。

情報交換コーナーには、最新の経済状況や市場動向を把握できるように、各種最新の

新聞を設置。また、バイオ関連に関する専門誌や図書などの充実を行うことで利用者へ

のサービス向上を図る。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。

(1)施設の管理運営における経費節減のための取組について提示してください。

契約や購入の際には当法人の決裁基準により、必ず相見積を取つている。また、スケ

ールメリットや機動力を活かせるため、メンテナンスや警1席は長浜バイオ大学が契約し

ている業者を選定する。

(2)利用料金の設定及び設定根拠について提示してください。

室タイプ A B C D

面積 (言 ) 78 60 5 5 180

室数 1 11 4 1

入居料 (月額 ) 179,400円 1381000円 118,450円 414,000円

(利用料金の設定根拠 )

※ 席単価 21300円 (長浜バイオインキュベーションセンター管理規則に基づく金額

設定 )

・共同機器利用料金

機器名 ディープフリーザー 純水製造器 超純水製造器

料金 75円 /日 ・1ラ ック 30円 /2 100円 /2

(利用料金の設定根拠 )

※ 取得価格、消費電力料等を基に 18年 4月 より適用している金額

現状、ディープフリーザー以外の利用はほとんどなく、メンテナンスが非常に高額

であるため、長浜バイオ大学と連携し、無償で利用させていただいている。今後、

利用者の増加等がある場合は、電気料金の変動に応じて随時料金を改定していく。

(3)維持管理業務 (清掃・保守点検 H警備等)の内容、方法、頻度等について提示し

てください。

①電気設備保守管理業務



・電気設備の工事、維持および運用に関する業務

高圧受電設備他構内電気設備の日常巡視点検

高圧受電設備他構内電気設備の定期点検 (月次 )

高圧受電設備他構内電気設備の詳細定期点検 (年次)

。電気使用状況の把握及び記録

・緊急連絡体制及び代務者の選定

・故障等の異常発生時の対応、処置

②非常用自家発電装置の保守点検業務

・燃料、オイル、冷却水の量、充電電圧等の外観点検 (月 1回 )

・起動試験、運転状態の点検 (年 2回 )

。測定を伴う、運転状態、充電系統及び自動制御装置の精密点検 (年 1回 )

③空調設備管理業務

・GHPエアコン設備保守点検 (22基)(フルメンテ契約)
・GHPエアコン設備の室内機 (54基)のフィルター清掃 (年 2回 )

④実験排水PH調整装置保守管理業務
・薬液補充、運転状況確認等の日常点検 (週 i回 )

・検出電極の清掃を含むPH計の校I(月 1回 )
。各種器類、自動待1御装置の点検、整備 (年 1回 )

・異常発生時の対応、処置 (随時)

⑤実験用排水水質検査業務

・毎月 1回、下記の 29項 目についてその合有の分析を実施し、結果について報告。

さらに年 1回 47項 目に関する詳細な水質検査も行う。

【検査項目】

外観・BOD・ COD・ 水素イオン濃度・浮遊物質量・鉱物油類・動植物油類 。大腸

菌群数・全窒素・全リン・アンモニア性窒素・沃素消費量・銅含有量・クロム含有量・

溶解性マンガン含有量・溶解性鉄含有量・クロロホルム・亜鉛含有量・フェノール類・

ホウ素・フッ素・セレン・ジクロロメタン・アルキル水銀化合物・水銀およびその他

の水銀化合物・砒素およびその化合物・鉛およびその化合物・シアン化合物・硝酸性

及び亜硝酸性窒素 (以上月 1回 29項目)

上記 29項 目に加え、有機リン化合物・六価クロム化合物・カドミウム化合物 =~/ンチ

モン含有量。PCB・ トリクロロエチレン・テトラクロロエチレン・1.1と―トリクロ

ロエタン・四塩rヒ炭素・シス 1.2ジクロ巨lエチレン・1.12-ト リクロロエタン・チウ

ラム ,ベンゼン・チオベンカルブ・シマジン・1.2-ジクロロエタン・!.と―ジクロロエ

テレン上1,3-ジクロロプロベン (以上年 1回 47項目)

⑥消防設備法定点検業務



消防法の規定に基づき、有資格者により「自動火災報知設備」および「消火器具 。設

備」について「外観・機器点検」と「外観・機器 '総合点検」を各年 2回実施。

⑦イ呆安管理業務

センター設置のセキュリティーシステムより「異常発生」の報があれば自動的に長浜

バイオ大学中央監視室 (警備室)に通報され、現場状況等確認のうえ、定められた関

係者・警察 。消防への通報および被害を最小限に抑えるべく初期対応処理を行う。

③清掃業務

。日常清掃

作業日  月～金曜日 (上、日、祝祭日、指定する休日を除く)
清掃箇所 共用通路部、共用トイレ部、玄関ホール、給湯室、経営支援室、商談室
。定期清掃

ロピー・廊下のポリシャー使用による表面洗浄、ワックス塗布 (年 2回 )

ガラス磨き上げ (年 1回 )

・廃棄物処分業務

可燃ごみ (過 2回 )、 缶・ペットボトル (月 2回 )、 新聞・雑誌 (月 2回 )、 不燃ゴミ

(年 2回 )

・外構・植栽管理

敷地内の除草作業、樹木・植え込みの剪定作業、殺虫剤の散布等 (随時)

・その他清掃

施設敷地内ゴミ拾い (随時)

除雪作業 (随時)

③外観・内観点検

・目視による施設外観および内観の点検作業 (月 1回 )

・落書き点検 (週 1回 )

“電灯設備の点検、電球等の交換 (随時)

④遺伝子組換え実験安全確認業務

。実験責任者または実験従事者と拡散防止対策に関する現場確認およびヒアリング調

査 (月 1回 )

本開が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。

6 その他
(1)利用者の個人情報を保護するための取組を提示してください。

当法人では.個人情報を取り扱う際には、個人情報の保護に関する法律および関係法を

遵守し、取得した個人情報は、利用目的以外では使用せず、一切の情報の漏えいを防ぐ

安全措置をとる。

また、上記取組みを徹底するために、常に職員一人一人のコンプライアンス意識を高め



ていくよう努める。

惚ユ施設の管理運営における環境に配慮した取組を提示してください。              '

電球等の照明をLEDに 取 り換えた り、ゴミの分別の徹底、国産材、占紙パルプを使

用した製品の購入を心掛ける。 (木づかい運動、グリーン商品)

憾)防災、防犯その他緊急時 (災害・事故等)の対応及び危機管理体制について提示してください。

常駐職員により、速やかに対応出来るよう担当を決め、年 1回以上対応体制等につい

て、定例会議等の中で協
"義
を行っていく。具体的な内容体制については防火管理責任者

である専務理事若しくは事務局次長が中心となり、職員を指導し入居者の安全に務める。

事務局が不在の場合 (休祭日、年末年始等)で も入居者が困らないように、各研究室

における緊急鷹の連絡体制を明確にする。

14)同様・類似の業務の実績等があれば、記入してください。

平成 18年～現在までの長浜バイオインキュベーションセンター指定管理業務以外、特に

なし。

4開が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4級)を作成してください。

7 自由提案
その他施設の管理運営業務を効果的・効率的に推進していくために提案したいこと、貴団体の独自性や

アピールしたいことがあれば、記入してください9

0これまでから、国・県・市からの補ロノJや委託への提案・採択を受け、販路開拓支援や

国内・海外ビジネスマッチング、バイオ技術を活用したプ Elジェクト推進による地域活

性化等、様々な支援や施策遂行 (長浜市産業振興ビジョンに基づく)を実施してきた。

今後も国や地方の動きから、地方創生に関するこれらの補助や委託は継続的に行われる

可能性が非常に高く、さらなる支援サービスの拡大を図る予定である。また、長浜市の

各部署との連携を広め弊社が行うべき行政施策の遂行を実施し、予測される行政のガバ

ナンス移行の受けlllと して実績を積み上げていきながら、平成 31年 に完成予定のながは

ま産業創造センター (仮称)への積極的なFttlわ りができるように準備を行っていく。

●地方創生の為には当法人を含めた民間企業、行政職員共に意識改革が必要であると考

える。その為、過去の経験の実績を踏まえ (セ ンター内に商五振興課の分室設置)、 長浜

市の担当職員の派遣を行っていただき、現場での活動や施策の検討、効果の検証、長浜

バイオクラスターネットワークによる地域経済活性化施策等を共に行えるよう、センタ

ー内に分室を設置していただき、協働していきたいと考えている。

●平成 18年より、滋賀県のバイオ産業推進機関である滋賀バイオ産業推進機構と連携し、

滋賀県全体のバイオ産業推進にも力を入れており、プロジェクト創出を日的としたセミ

ナーの協働やびわ湖環境ビジネスメッセでの特設ブースの設置による販路閑拓支援など



も実施している。

0これまでに、ソフト支援メニューの拡大と充実を行ってきているが、平成 24年 には長

浜バイオクラスターネットワークが中心となり、長浜市内を中心としたバイオ関連事業

に取組むまたは取組も
′
うとする企業・事業者の専門的・技術的支援の強化を図ることを

目的に『長浜アカデミックサポートチーム』も設立された。長浜市産業振興ビジョンに

も明記されているが、バイオクラスター裾野拡大に向けた事業化の促進を目指し、さら

に構成メンバーの拡大と充実図り、支援分野を広めていきたいと考えている。

相が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してくださいo


